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「愛の貧しさ」 
 

キリスト教概論の中で「罪」の説明をする際、私は、人間全てが例外なく持って

いる罪は「愛の貧しさ」だと伝えます。私たちは人を愛する力を持っている。しかし

ながら、根本的なところで限界があり、欠けがある。しかも、愛の貧しさにおける罪

は自分では解決・解消することが決してできないものだ、と。 

「愛の貧しさとしての罪」を語る際に、私は大学時代の恩師である鈴木有郷先

生の本（『砕かれた魂－人間の人間らしさ』、教文館、2007 年）にある逸話を紹

介します。 

長女が病院で生まれる間際のこと、待合室でそわそわしながら誕生を待ってい

る先生の目に『ライフ』という雑誌の表紙が飛び込んできた。その表紙は、アフリカ

のビアフラで、内乱と飢饉によって飢餓者が数十万にも上っている中で、骨と皮

ばかりでお腹だけが異様に膨れ上がった、一切れのパンを口にくわえた二歳くらい

の子どもの写真だった。見出しの説明には、この子どもの母親は数時間前に死

に、この子どももあと数時間で死ぬだろう、と書いてある。先生は、私の子どもを絶

対にこういう目に遭わせてはならない、という気持ちを抱き、このビアフラの子ども

は生きるべきであり、生きてもらいたいと思った。しかし、もし、自分の子どもが彼の

隣にいるとしたらどうか。私は彼からそのパンをもぎ取って、私の子どもに与えるの

ではないか。そのことに気が付いた先生は、自分の愛の貧しさに「愕然とした」とい

うのです。わが子の誕生を待つ待合室の中で。 

私たちは、誰かを愛することができる一方、その愛は、自分の範疇の隣人の枠

を超え出ることにはなり得ない。私たちは自分の隣人を大切にする一方で、隣人

の枠を超えていると思う者に対しては、私たちは無慈悲に振舞ってしまうことがで

きる。 

多くの場合、それを恬として恥じない私たちです。しかし私は、わが子の誕生を

待つ喜びの中で、このような愛の貧しさを覚え、自らの欠けに愕然とする先生の

心のまなざしに、深い人間性を感じます。そして、このようなまなざしは、福音が真

に私たちに与えるまなざしではないでしょうか。このような罪は、無くなるのではな

く、ただ神に「赦していただく」他ないものです。 

（心理福祉学部・人間福祉学部チャプレン 五十嵐 成見） 

2018年度年間聖句 

だから、キリストと結ばれる人はだれでも、新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ

去り、新しいものが生じた。              コリントの信徒への手紙二 5章 17節 

聖学院教会祈祷会 
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■毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・5月 31日（木） 出エジプト記 18章  東野ひかり牧師 

・6月 7 日（木） 出エジプト記 19章  東野 尚志牧師 

・6月 14日（木） 出エジプト記 20章  東野ひかり牧師 

No.4 2018年 5-6月 

全学礼拝期間について 

2018年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、14時

40分から 15時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／4月 11日（水）～7月 25日（水） 

 

6月月間聖句 
 
主を畏れることは知恵の初め。 

             箴言 １章７節 a 

 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

5月月間聖句 

兄弟愛をもって互いに愛し、尊敬をもって互いに相手を優れた者と思いなさい。 

ローマの信徒への手紙 １２章 10節 
                        

 神を仰ぎ 人に仕う 

 

 



―韓国語礼拝― 

奨励者 鄭 鎬碩 

（基礎総合教育部准教授） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 
前 奏           

 日本語 

訳あり 
 

韓国語讃美歌 ２３５番１節 
聖 書 ローマの信徒への手紙 
       １２章２節（新約 P.２９１） 
祈 祷 
奨 励 「변화를 향한 희망  

（変わることへの希望）」 
祈 祷  
韓国語讃美歌 ２３５番２節 
主の祈り 
後 奏  

        

 

 
 
 

6月 6日（水） 
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奨励者 小池 茂子 

（児童学科教授） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 ５１７番１、２節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

２１章１節～１７（新約 P.211）   

祈 祷 

奨 励 「私の羊を飼いなさい」 

祈 祷  

讃美歌 ５１７番３節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

5月 29日（火） 

 
― ペンテコステ礼拝 ― 

奨励者 久保哲哉 
（キリスト教センター主事） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 ２９１番１節 
主事任職式 司式 東野 尚志 
聖歌隊による讃美奉献“来たれ聖霊よ” 
聖 書 ガラテヤの信徒への手紙 
    ５章２２～２５節（新約 P.350） 
祈 祷 
奨 励 「聖霊の働き」 
祈 祷  
讃美歌 ２９１番２節 
主の祈り 

後 奏       
 
 

5月 30日（水） 

 
奨励者 柳田 洋夫 

（大学・人文学部チャプレン） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 渡辺 善忠 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 讃美歌 21-１７番１、２節 

聖 書 マタイによる福音書 

１２章９～１４節（新約 P.２１）   

祈 祷 

奨 励 「ファイト、一発！」 

祈 祷  

讃美歌 讃美歌 21-１７番３、４節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6月 5日（火） 

 

―英語礼拝― 
奨励者 E.D.オズバーン 

（日本基督教団西荒川教会牧師・

本学講師） 
司会者 五十嵐 成見 
奏楽者 冨岡 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 ４９８番１、２節 
聖 書 使徒言行録２章１～４節  

      （新約 P.214）   
祈 祷 
奨 励 「Holy Special Effects:  

Power from on High」  
祈 祷  
讃美歌 ４９８番３節 
主の祈り 
後 奏  
 
 
 

5月 31日（木） 

 
奨励者 佐藤 千瀬 

（児童学科准教授） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 ３１２番１、２節 

聖 書 マタイによる福音書 

６章２５～３４節（新約 P.10）   

祈 祷 

奨 励 「思い悩まないで」 

祈 祷  

讃美歌 ３１２番３節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6月 7日（木） 

 
奨励者 島田 由紀 

（欧米文化学科准教授） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編１９４番１、２節 

聖 書 詩編１３９編１３～１５節 

（旧約 P.980） 

祈 祷 

奨 励 「あなたは、 

わたしの内臓を造り」 

祈 祷  

讃美歌 二編１９４番３節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6月 8日（金） 

 
奨励者 菊地 順 

（キリスト教センター所長・ 

政治経済学部チャプレン） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 １２１番１、２節 

聖 書  マタイによる福音書 

      ７章７～１２節（新約 P.１１）   

祈 祷 

奨 励 「今を生きる」   

祈 祷  

讃美歌 １２１番３、４節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6月 1日（金） 

 


